
 

 

 

 

「 積み木の実験 ／ 名取 」 
                                                校長 藤田 賢一郎  
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保護者、地域の皆様にご支援をいただき、よ

き年度始めとなりました。ありがとうございます。

始業式、４月の全校朝会では、生徒に次のよう

に語りかけました。  
 

＜始業式講話＞ 

私の知人に、面白い実験を行った人がいま

す。実験の対象は中学生です。ちょうどスティッ

クのりくらいの積み木を用意して、いくつ積み上

げることができるかという実験です。みなさんな

らいくつ積み上げられそうですか。実験の結果

と考察は、大変興味深いものでした。 

得意、不得意の個人差はありましたが、学年

別に平均すると、積み上げられる個数の限界は

中１＜中２＜中３という結果でした。 

大人でも実験してみたところ、40歳と 41歳は

差がありませんでしたから、中学生という発達段

階では、中１よりも中２、中２よりも中３と、一年間

で、大きく能力が増していくことが分かる結果で

した。 

次に、この実験を何回か試していると、だんだ

ん積み上げられる個数が増えていき、その後減

っていくという結果となりました。 

この繰り返しの実験からは、繰り返すことで練

習の成果が出ること、集中力は長時間持続しな

いことが分かりました。 

その後、追加の実験として、各学年の積み上

げる限界プラス 30ｃｍの高さに赤い糸を張った

部屋で、同じ実験を行いました。 

すると、どの学年の平均も、それまで超えるこ

とができなかった限界プラス 30ｃｍ以上積み上

げるという結果となったのです。 

このことから、どんなことが考察されますか。そ

うです。実験に参加した中学生は、赤い糸を目

標として意識したのです。目標をしっかり定める

と、大きく成長できることが分かりました。 

令和４年度がスタートしました。皆さんはどん

な目標をもって、今日を迎えましたか？ 

大きな成長が期待できる中学生時代、皆さん

が今年度も大きく成長することを期待していま

す。 

＜全校朝会講話＞ 

私が学級担任をしていたもう 20年以上も前

の話です。ある生徒が度々私のところに相談に

来て、泣いていました。彼女は、お母さんやお

祖母さんの勧めで小さなころから日本舞踊の稽

古をして「名取」を目指していました。「名取」と

は、厳しい稽古を積み、技を極めて、その宗派

の一門であると名乗っていいですよというお墨

付きをもらうことです。 

彼女の通う宗派は特に厳しくて有名でした。

「稽古が辛い。日本舞踊ではなく、好きな部活

動をもっとやりたい」など、たくさん相談を受けま

した。私は「小さいころから十分やってきたから、

もうやめてもよいのでは」とアドバイスすると、「母

や祖母が許してくれません」とまた泣きました。 

そしてとうとう彼女が見事「名取」となった時、

私は「厳しい稽古によく耐えたね。ぜひ、学年集

会や全校集会で日本舞踊を舞うところを見せて

ください」とお願いしました。 

「苦労が報われます。みんなに、私のすごい

ところを見せてやります」という返事を想像して

いましたが、全く違っていました。 

彼女はこう言ったのです。「先生、それははし

たないです。日本舞踊を究めると、私のお師匠

様がそうであるように、普段の立ち振る舞いに現

れるはずです」泣き虫の中学生であったはずの

彼女は、もう厳しい宗派の「名取」の顔でした。

そして彼女のちょっとした立ち振る舞い、会釈の

動き、プリントを後ろの人にわたす指の動き、何

気ない日常の立ち振る舞いが、たおやかで優

雅なことに気付きました。 

私は、「彼女は本物だ。本物とはこういうことな

のだ。厳しい稽古を続ける中で、辛かった稽古

は本物を目指す稽古となり、名取として、人間と

して、彼女は本物になった」と感じました。 

令和４年度がスタートして２週間たちました。

みなさんは、どんな希望や目標をもって、この２

週間を過しましたか。ぜひ、その目標を達成し

て「本物」となることを目指してください。 

おおいに期待し、楽しみにしています。 

tel:78-2013


 

                                   

令和４年４月７日（木）に、第 76 回入学式を行いました。進行の３年生 UM さんの、「希望に

胸をふくらませ，４７名の新入生が入場します。心を込めて，拍手で迎えましょう。」というさわ

やかな声に導かれて、新入生が希望に満ちた瞳で入場しました。学級担任の呼名では、新入生一人

ひとりの大きな「はい！」の声が体育館に響き、中学生になった自覚を感じました。 

新入生、在校生ともに、堂々とした立ち居振る舞いが光った入学式は、１年のスタートにふさわ

しい、温かみのある式となりました。二つの小学校から集まった仲間との出会いや先輩たちとの

様々な活動を楽しみながら、充実した中学校生活を送ってほしいと願っています。 

また、新入生代表として、豊原小学校出身のＯＡさんが、堂々と誓いの言葉を発表してくれまし

た。以下にキラキラとした文章を掲載させていただきました。ぜひご家庭での話題にしていただけ

たらと思います。 

 

 

 

 

 

                                                              

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝 第７６回 入学式 

誓いの言葉                 新入生代表 ＯＡ 

暖かな春の訪れとともに、私たちは今日、板倉中学校に入学しました。厳しいコロナ禍で

も、今日の日を迎えることができ、喜びと期待で胸がいっぱいです。私は、中学校生活を始

めるにあたってがんばりたいことが二つあります。 

 一つ目は、学習です。中学校では、勉強の内容が小学校よりも難しくなります。授業にし

っかりついていくため、集中して学習に取り組みたいです。また、家庭学習で予習・復習を

するようにし、日々の学習を着実に身に付けていきたいです。 

 二つ目は、部活動です。私はバトミントン部に入りたいと思っています。目標は、試合に

出ることです。そのために、同じ部活動の先輩や、同学年の仲間と共に練習を積み重ねて、

目標に向かって努力していきたいです。 

 校長先生はじめ先生方、先輩の皆さん、保護者・地域の皆様、私たち新入生は、伝統ある

板倉中学校の生徒としての自覚をもち、夢や目標に向かってがんばることを誓います。こ

れから、よろしくお願いします。 

1年 1組 1年 2組 

 



《 ４月のおもな出来事 》 

 お 願 い 

☆☆☆ ＰＴＡ配信メールについて ☆☆☆ 

・ 昨年度に引き続き、学校からの緊急連絡は、『ＰＴＡ配信メール』で行います。「学級連絡網」

は作成しません。配信確認のため、４月 22日(金)の午後３時前後、保護者登録アドレスに一斉

配信いたします。メールを登録しているのに、メールが届かない場合は、電話で教頭に問い合

わせてください。（板倉中：0255-78-2013）１年生保護者の皆様につきましては、小学校から

継続しているアドレスへの送信となります。 

・ ＰＴＡ配信メールには、送信内容をご確認いただくと「既読」となる機能があります。確認が

必要な内容は、既読機能を付けて送信することもあります。発信後、数時間もしくは翌日にな

っても既読とならない場合は、学校からお電話等で連絡させていただくことがありますのでご

了承ください。ご理解とご協力をお願いいたします。 

☆☆☆ 新型コロナウイルス感染症対策について ☆☆☆ 

・日頃から各ご家庭で、感染症対策をしていただきありがとうございます。今後もこれまで同様

に、マスクの着用、手洗い、うがい、こまめな消毒を引き続きお願いします。 

・発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少しでも異なる場合には登校

せず、自宅で休養させてください。 

・同居の家族に同様の症状が見られる場合も登校を控えてください。 

・発熱等の風邪症状がある場合は、かかりつけ医等の身近な医療機関に直接電話相談し、医療機

関を受診してください。 

☆☆☆ 板倉中学校の Web サイトについて ☆☆☆ 

・生徒たちの活動の様子を閲覧したり、各種申請書や許可書をダウンロードしたりすることがで

きます。＜http://www.itakura-j.jorne.ed.jp/＞を閲覧してください。 

4 月 12 日(火) 生徒会入会式 

 入会式では、２・３年生から、生徒会組織につい 

ての説明や、各部活動の実演を交えた紹介、工夫 

を凝らした説明がありました。 

新入生が一日でも早く板中になじめるように、上 

級生が、準備をしてきました。部活動は、今後仮入 

部を経て正式入部となります。 

4 月 15 日(金) 道徳授業開き 

 板倉中学校の道徳教育は、「自ら考えて行動し、集 

団全体の向上を目指す生徒の育成」を目標としてい 

ます。その第一歩として、各学年一斉に「授業開き」を 

行いました。コロナ禍ではありますが、昨年度は実施で 

きなかったオープンスクールを行う予定でいます。 

 まずは、保護者対象の「授業参観」の実施について 

教育委員会から指導を受けながら実施の準備を進め 

ています。詳細は後日お知らせします。 

 



転退職職員紹介  

10名の職員が、転退職することとなりました。皆様に直接ご挨拶できませんでしたが、

それぞれの道で、今までの経験を生かしてがんばります。ありがとうございました。 

転入職員紹介  

12名の新しい教職員を迎え、令和４年度がスタートしました。生徒・保護者・地域の

皆様とともに、板倉中学校の一員として精一杯努力していきます。どうかよろしくお願

いします。 

 

 ５月のおもな予定 

9日 (月) 教育実習開始 
19日 （木） 

1年生 心臓検診 

10日 (火) 
教育相談開始～17日まで 2年生 血液検査 

PTA第 2回 総務委員会 23日 （月） 避難訓練 

13日 (金) 尿検査(1次) 

27日 （金） 

尿検査（2次） 

17日 (火) 数学 学力向上支援訪問 教育実習最終日 

18日 （水） 内科検診 後援会 会計監査 

※ 予定は変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

氏 名 異動先等 氏 名 異動先等 

黒田  匠 
(教 頭) 

大潟町中学校 大野 貴之 頸城中学校  

諏訪加代子 退 職 飯塚 尊子 城西中学校  

丸山 徳子 直江津東中学校  増村真紀子 城北中学校  

丸山 徹也 
城東中学校  

(主幹教諭として )  
大原 克子 退 職 

安藤 正人 直江津中学校  
横山 重一 
(用務員) 

頸城中学校  

氏 名 前任校等 氏 名 前任校等 

須田  圭一  
(教頭 ) 

潮陵中学校  濁川  千里  有田小学校  

内藤  裕二  大潟町中学校  山岸  君代  春日中学校  

鈴木  雅裕  頸城中学校  西沢  泰明  大町小学校  

山本  有子  城西中学校  
丸田  昌美  
(非常勤 ) 

中郷中学校  

野上  浩樹  潮陵中学校  
宮本貴美子  
(学校司書 ) 

妙高市立  

斐太北小学校  

廣田みゆき  
柏崎市立  

田尻小学校  
藤澤    寛  
(用務員 ) 

清里中学校  


